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市
の
公
民
館
講
座「
先
人
に
学
ぶ
」が
７

月
28
日
、浜
辺
の
歌
音
楽
館
で
開
か
れ
、同

館
の
終
身
名
誉
館
長
・
後
藤
惣
一
郎
さ
ん

（
86
）＝
栄
字
前
綱
＝
が「
浜
辺
の
歌
」の
作

曲
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
成
田
為
三
の

実
像
つ
い
て
熱
く
語
り
ま
し
た
。�

　
　
　
＊
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合
唱
曲「
か
ら
松
」の
作
曲
者
と
し
て
も

知
ら
れ
る
後
藤
さ
ん
は
、為
三
研
究
の
第

一
人
者
。講
演
で
は
、は
じ
め
に
後
藤
さ
ん

が
、「『
浜
辺
の
歌
』は
、世
界
的
に
も
日
本

を
代
表
す
る
曲
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
素
晴
ら
し
い
曲
だ
が
、成
田
為

三
と
い
え
ば『
浜
辺
の
歌
』の
作
曲
家
、ま

た
歌
曲
の
作
曲
家
と
一
辺
倒
に
思
わ
れ
が

ち
。し
か
し
、本
来
は
和
声
学
や
対
位
法
な

ど
音
楽
理
論
や
作
曲
法
に
長
け
、オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
曲
も
作
曲
し
た
本
格
的
な
音
楽
家

で
あ
っ
た
」な
ど
と
述
べ
、為
三
を
正
し
く

理
解
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。�

　
ま
た
為
三
に
つ
い
て
研
究
を
始
め
る
こ

と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
の
一
つ
が
、後
藤

さ
ん
が
秋
田
県
初
の
音
楽
指
導
主
事
に
就

任
し
た
際
、日
本
の
音
楽
界
の
巨
人
・
山
田

耕
筰
氏
に
あ
い
さ
つ
に
行
き
、そ
の
場
で「
秋

田
の
人
た
ち
は
も
っ
と
成
田
為
三
を
大
切

に
し
な
い
と
」と
話
し
か
け
ら
れ
た
こ
と
だ
っ

た
と
紹
介
し
、為
三
の
幼
少
時
代
か
ら
語

り
始
め
ま
し
た
。 �

　
後
藤
さ
ん
は
、「
為
三
を
紹
介
し
て
い
る

資
料
に
は
誤
り
が
多
い
」と
指
摘
。幼
少
時

代
、役
場
職
員
だ
っ
た
父
親
か
ら
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
を
買
い
与
え
ら
れ
て
い
た
、と
紹

介
し
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
も
、「
当
時
の

役
場
職
員
の
俸
給
を
考
え
る
と
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
買
う
余
裕
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な

い
」、ま
た
、「
為
三
の
兄
・
憲
生
が
、為
三
が

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
て
い
た
の
を
見
た

こ
と
は
な
い
、と
語
っ
て
い
た
」こ
と
な
ど

か
ら
、「
音
楽
の
道
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ

た
の
は
秋
田
県
師
範
入
学
後
で
、そ
れ
以

前
は
学
業
成
績
は
優
秀
だ
っ
た
も
の
の
、

ま
だ
音
楽
的
素
養
に
優
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
」と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。�

　
為
三
の
性
格
に
つ
い
て
は
、ド
イ
ツ
留

学
時
代
も
毎
月
２
日
に
な
る
と
決
ま
っ
て

米
内
沢
の
実
家
に
５
円
が
送
金
さ
れ
て
い

た
こ
と
、妻
の
文
子
さ
ん
と
は
買
い
物
に

も
必
ず
付
き
添
い
、荷
物
を
持
っ
て
あ
げ

て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、「
親
孝
行
で
、妻

思
い
、お
金
を
貸
し
て
あ
げ
て
も
返
還
に

は
寛
容
で
、人
の
面
倒
見
が
よ
か
っ
た
人
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
代
表
曲
の
一
つ『
浜
辺
の
歌
』は
、「
も
と

も
と『
は
ま
べ
』と
い
う
題
名
だ
っ
た
の
が

出
版
社
の
都
合
で
今
の
名
称
で
世
に
広
ま
っ

た
。林
古
渓
の
詞
は
、も
と
も
と
４
番
ま
で

あ
っ
た
の
が
、な
ぜ
か
３
番
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。ま
た
、仮
名
書
き
だ
っ
た
歌
詞
の
一

部『
し
の
ば
る
る
』は
意
味
か
ら
は『
偲
ば

る
る
』の
は
ず
だ
が
、『
忍
ば
る
る
』と
表
記

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。ま
た『
風
よ
音
よ
』が『
風

の
音
よ
』と
し
て
定
着
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」

と
、オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
の
無
念
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。�

　
後
藤
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

こ
の
音
楽
館
の
名
称
も
当
初
は『
成
田
為

三
顕
彰
会
館
』と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、

歌
の
名
称
と
し
て
す
で
に
定
着
し
て
お
り

通
り
の
よ
い
現
在
の
名
称
に
な
っ
た
。し

か
し
、浜
辺
の
歌
の
作
曲
家
と
い
っ
た
一

枚
看
板
の
為
三
で
は
な
く
、日
本
に
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
な
か
っ
た
時
代
、作
曲
法
を

基
礎
か
ら
学
び
、本
格
的
に
作
曲
を
行
っ

て
い
た
為
三
の
業
績
と
人
物
像
を
正
し
く

知
っ
て
ほ
し
い
」と
力
説
し
て
い
ま
し
た
。�

　
な
お
、第
２
・
３
回
講
座
は
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。講
師
は
後
藤
惣
一
郎
さ
ん
。

聴
講
は
無
料
で
す
。�

■
第
２
回
講
座�

▽
テ
ー
マ『
作
曲
家
と
し
て
の
本
命
は
な

ん
で
あ
っ
た
か
』▽
日
時
／
８
月
25
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜 �

■
第
３
回
講
座�

▽
テ
ー
マ『
浜
辺
の
歌
音
楽
館
の
役
割
』▽

日
時
／
９
月
29
日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜�

◎
お
問
い
合
わ
せ�

▽
市
中
央
公
民
館
a

62-

１
１
３
０�

▽
浜
辺
の
歌
音
楽
館
a

72-

３
０
１
４�

成田　為三�1893 - 1945

　旧米内沢村生

まれの作曲家。

二ツ井尋常高等

小、秋田県師範卒。

大正３年に現在

の東京芸術大学

の前身である東

京音楽学校に入

学し、在学中、在

野の山田耕筰に作曲を師事します。大正４、

５年頃「はまべ（浜辺の歌）」を作曲しま

した。�

　大正８年『赤い鳥』に「かなりや」

を発表、一躍有名になります。以後、『赤

い鳥』の専属作曲家となり、大正10年に

はドイツに留学、作曲法を学びます。そ

の後、国立音楽学校教授などを歴任。同

20年４月には空襲で自宅が焼失、多く

の作品を失います。同年10月、脳溢血の

ため51歳で急逝し、遺骨が米内沢の龍淵

寺に埋葬されました。�

�

昭和15年頃の為三

なりた　　　ためぞう

講師の後藤惣一郎さん

成
田
為
三
の
業
績
と
実
像
を
知
っ
て�

歌
曲
、童
謡
の
み
な
ら
ず
ピ
ア
ノ
曲
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
曲
も
作
曲�

為
三
研
究
者
の
後
藤
惣
一
郎
さ
ん
、市
公
民
館
講
座「
先
人
に
学
ぶ
」で
　

市公民館講座「先人に学ぶ」�

け
ん
せ
い�
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市の組織・機構改革素案、市長日誌�

◇
７
月
16
日
〜
31
日

市
長
日
誌

16
日（
水
）▽
あ
じ
さ
い
の
丘
交
流
会
に
出
席（
中
央
公
園
）▽
北
秋
田

市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
米
代
流
域
衛
生

セ
ン
タ
ー
）�

17
日（
木
）▽
県
議
会
社
会
福
祉
委
員
会
鹿
角
北
秋
田
管
内
行
政
視
察

で
訪
問
の
委
員
と
面
談（
市
役
所
）▽
水
道
料
金
審
議
会
で

委
員
に
委
嘱
状
を
交
付（
分
庁
舎
）�

20
日（
日
）▽
第
２
回
北
秋
田
市
軽
ト
ラ
市
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
出
席（
駅
前
商
店
街
）▽
大
館
能
代
空
港
開
港

10
周
年
記
念
感
謝
祭
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席（
大
館
能
代
空
港
）�

22
日（
火
）▽
北
秋
田
市
農
業
委
員
に
選
任
書
を
交
付
、同
委
員
会
総

会
に
出
席（
市
役
所
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
７

月
議
会
に
出
席（
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
）�

23
日（
水
）▽
在
京
秋
田
県
高
等
学
校
同
窓
会
連
合
会
に
出
席（
東
京
都
）�

25
日（
金
）▽
７
月
定
例
記
者
会
見
を
実
施（
市
役
所
）�

26
日（
土
）▽
講
師
と
し
て
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
講
習
会
に
参
加（
市

民
プ
ー
ル
）�

28
日（
月
）▽
第
９
回
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
開

会
式
に
出
席（
鷹
巣
体
育
館
）▽
第
１
回
米
代
川
水
系
河
川

整
備
学
識
者
懇
談
会
に
出
席（
能
代
市
文
化
会
館
）�

29
日（
火
）▽
秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会
に
出
席

（
秋
田
県
市
町
村
会
館
）�

30
日（
水
）▽
首
都
圏
誘
致
企
業
懇
談

会
に
出
席（
東
京
都
）�

31
日（
木
）▽
平
成
20
年
度
第
１
回
秋

田
県
副
市
長
会
議
に
出
席（
四

季
美
館
）▽
平
成
19
年
度
北
秋

田
市
一
般
会
計
決
算
審
査
講

評（
市
役
所
）�

�

　
第
16
回
北
秋
田
市
組
織
・
機
構
改
革
推
進
検
討
委

員
会（
委
員
長
＝
佐
藤
修
助
副
市
長
）が
７
月
23
日
、

市
役
所
大
会
議
室
で
開
か
れ
、市
の
組
織
・
機
構
改
革

の
素
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
＊
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検
討
委
員
会
は
、退
職
者
の
増
加
な
ど
に
伴
っ
て

職
員
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、適
正
な

人
員
配
置
を
行
う
た
め
、平
成
20
年
度
か
ら
の
組
織

機
構
改
革
に
向
け
て
平
成
18
年
４
月
、第
１
回
委
員

会
が
開
催
さ
れ
協
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、昨
年
の
豪
雨
災
害
を
契
機
に
、緊
急
時
の

初
動
体
制
や
適
切
な
支
援
体
制
な
ど
を
再
検
討
す
る

こ
と
と
し
、現
在
は
平
成
21
年
度
の
組
織
機
構
改
革

に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
市
役
所
全
体
の
職
員
数
は
、平
成
20
年
４
月
現
在

で
５
９
５
人
。平
成
21
年
４
月
に
は
５
７
１
人
と
さ

ら
に
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。�

　
素
案
は
、将
来
の
職
員
の
減
少
等
に
配
慮
し
つ
つ
、

▽
３
支
所
を
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
す
る
▽
森
吉
支

所
に
建
設
部
と
産
業
部
を
置
く
、な
ど
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
な
い
窓
口
業
務
体
制
、既
存
施
設
の

有
効
活
用
、災
害
時
の
対
応
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
計

画
と
な
っ
て
お
り
、７
月
28
日
に
は
佐
藤
委
員
長
が

岸
部
市
長
に
素
案
の
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。�

　
今
後
、素
案
の
細
部
を
調
整
し
な
が
ら
議
会
や
市

民
に
説
明
し
必
要
な
部
分
を
補
完
し
て
平
成
21
年
度

の
執
務
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 �

�

■
素
案
の
主
な
内
容�

▽
合
川
、森
吉
、阿
仁
支
所
を
そ
れ
ぞ
れ
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
と
し
、本
庁
に
も
総
合
窓
口
課
を
設
置
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る�

▽
企
画
部
を
再
編
し
、財
務
部
と
す
る（
財
政
課
・
税

務
課
・
管
財
課
） �

▽
福
祉
事
務
所
は
健
康
福
祉
部
と
し
、現
在
の
５
部

１
事
務
所
18
課
を
６
部
16
課
と
す
る �

▽
教
育
委
員
会
は
、現
在
の
５
課
か
ら
４
課
と
す
る
。 �

▽
建
設
部
と
産
業
部
を
森
吉
支
所
に
配
置
す
る�

▽
税
務
課
を
分
庁
舎（
旧
社
会
保
険
事
務
所
、現
建
設

部
・
産
業
部
）に
配
置
す
る�

▽
消
防
本
部
、病
院
、診
療
所
、出
張
所
、そ
の
他
の
機

関
は
従
来
ど
お
り
と
す
る  �

▽
業
務
ご
と
に
班
を
設
置
し
事
務
分
掌
を
調
整
す
る �

▲16回の会合を経て素案を決定した北秋田市組織・機

構改革検討委員会。素案は、職員の減少に配慮しつつ、

市民サービスを低下させない窓口体制、既存施設を有

効利用などを盛り込んだ内容となっています

市
組
織
・
機
構
改
革
推
進
検
討
委
員
会

３
支
所
を
廃
止
、総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
に�

▲第２回軽トラック市で（7/20）


